
ＪＲ東海労ニュース

運輸安全マネジメントとは？
ヒューマンエラーによる事故の多発を受けて創設された制度で、運輸事業者の
安全風土の構築、安全意識の浸透を図るものです。運輸安全マネジメント評価
において国は、社長、副社長、取締役といった経営管理部門から、安全管理体
制等について直接インタビューを行い、関係する書類を確認します。いわゆる
指導・処分といった性格ではなく、安全確保のための助言等を中心に事業者と
の対話を重視し 「安全管理規程に係るガイドライン」に基づき評価し、その、
取組みをより一層向上させるため、改善方策について助言等を行います。

７ 月 １ ９ 日 、 名 古 屋 地 本 は 、 亀 山 運 輸 区 中 山 喜 弘 さ ん に 対 す

る、不当な日勤教育・不当配転の発端となった 「基本動作 （ワ、 」

ン マ ン 列 車 ド ア 扱 い ） の 変 更 に 関 す る 業 務 委 員 会 を 開 催 し ま し

た 。 中 山 さ ん が 不 当 に も 日 勤 に 降 ろ さ れ て 以 降 、 実 に １ ヶ 月 以

上経過して、ようやく開催されました。

私 た ち は 、 不 当 な 日 勤 教 育 の 即 刻 中 止 、 基 本 動 作 変 更 の 必 要

性 ・ 合 理 性 な ど を 明 ら か に す る よ う 申 し 入 れ て い ま し た 。 し か

し 、 開 催 さ れ た 業 務 委 員 会 の 議 論 で は 、 全 く 不 誠 実 な 対 応 に 終

始 し ま し た 。 会 社 は 、 基 本 動 作 を 変 更 し た こ と に 対 し て 「 ホ ー

ム 側 の 錯 誤 に よ る ド ア 扱 い を 防 止 す る た め 」 と 、 あ た か も 事 故

防止、安全を重 視しているかのように回答しました。さらに「 基

本動作に科学的 とか合理的な根拠は関係ない」と主張しました 。

し か し 、こ の 対 応 は 多 く の運 転 士 が 「 や り にく い 「 安 全 上 の」

合 理 性 は ない 「 か え っ て 間 違い の も と 」 と 指 摘し て い る こ と を」

全 く 無 視 す る 対 応 で す 。 こ れ で は 、 職 場 の 声 ・ 意 見 を 反 映 し 安

全 確 保 に つ な げ よ う と い う 姿 勢 で は あ り ま せ ん 。 さ ら に 、 中 部

運 輸 局 に 対 す る 対 応 方 と 業 務 委 員 会 で の 対 応 が 違 う こ と を 指 摘

す る と 「 運輸 局 と の 対 応 内 容は 、 議 論 ・ 説 明 する 必 要 は な い 」、

という高圧的な対応に終始したのです。

私 た ち は 、 こ の よ う な 業 務 委 員 会 で の 対 応 は 、 真 の 安 全 確 立

に 逆 行 す る こ と か ら 、 業 務 委 員 会 終 了 後 、 中 部 運 輸 局 に 出 向 き

指導要請を行いました。

中 部 運 輸局 か ら は 「 直 ち に指 導 は で き な い かも し れ な い が 」、

と し な が ら も 「 運 輸 マ ネ ジ メ ン ト 評 価 を 実 施 し て い る 。 そ の 際

の参考にしたい」とのコメントがありました。

私 た ち は 強 く 訴 え ま す ！ 会 社 は 安 全 確 立 の た め に 、 現 場 の 声

を聞くべきです！私たちは、安全確立のために断固闘います！

基本動作に科学的・合理的など関係ない?

安全議論を否定する会社対応を問う！
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職場問題を解決しよう！シリーズ⑱職場問題を解決しよう！シリーズ⑱

一方的な基本動作変更で業務委員会を開催！


